
江

戸

期

五

位

史

(三
)

指

月

慧

印

の

場

合

新

井

勝

龍

は

じ
め
に

日
本
曹
洞
宗
学
が
、
江
戸
中
期
面
山
瑞
方

(
一
六
八
三
-

一
七
六
九
)

に
よ
り
、

そ
の
書
誌

・
歴
史

・
思
想
の
学
問
の
全
分
野
に
お
い
て
、
研

究
が
大
成
さ
れ
た
と
い
う
の
は
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

と
い
っ
て
も
そ
れ
が
完
成
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
本
証
妙

修
思
想

・
座
禅

・
禅
戒

・
清
規

・
嗣
法
等
、
開
祖
道
元
禅
師
(
=

一〇
〇

一
二
五
三
)
の
親
撰
が
有
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
大

凡
の
復
古

が
み

ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
詳
細
な
理
解
面
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
種

々

指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

ま
し
て
道
元
禅
師
の
親
述
が
な
く
、
委
曲
を
尽
く
し
た
権
威
書
も
少

な
い
五
位
思
想
に

つ
い
て
は
、
こ
の
傾
向
は
著
し
い
。
即
ち
面
山
に
は

偏
正
五
位
に

つ
い
て
、
所
謂
曹
洞
の
論
理
的
正
統
五
位
と
い
わ
れ
る
も

の
の
祖
述
も
あ
る
が
、

一
方
真
言
の
五
仏

・
五
智
を
当
て
は
め
、
更
に

(1
)

そ
の
全
体
を
段
階
修
証
的
に
見
て
い
る
点
の
あ
る
の
は
、
教
学
を
批
判

し
本
証
妙
修
を
唱
え
る
道
元
禅
師
の
宗
旨
と
は
、
異
な
る
も
の
と
い
え

よ
う
。
但
し
こ
れ
は
面
山
に
限
ら
ず
、
大
凡
の
宗
学
者
が
道
元
禅
師
の
思
想

と
し
て
は
、
本
証
妙
修
を
唱
え
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
本
証
面
の
偏

正
五
位
の
註
釈
に
す
ら
、
段
階
修
証
的
偏
向
を

示

し
て
く

る

の
で
あ

り
、
そ
れ
は
月
舟
宗
胡

(
一
六
一
八
-

一
六
九
六
)
連
山
交
易

(
一
六
一二
五

ー

一
六
九
四
)
卍
山
道
白

(
一
六
三
六
-
一
七
一
五
)
天
桂
伝
尊

(
一
六
四

(2
)

八
1

一
七
三
五
)
も
同
様
で
あ
る
。
五
位
説
大
成
と
さ
れ
る
洞
水
月
湛

(
一
七
二
八
-

一
八
〇
三
)
も
功
勲
五
位
の
解
釈
で
は
、
後
述
の
如

く
証

上
之
修
を
強
調
し
な
が
ら
、
実
際
は
段
階
修
を
容

認
し
て
い
る
の
を
み

れ
ば
、
思
い
半
ば
に
過
ぎ
よ
う
。

こ
の
理
由
は
、
本
来
修
証
隔
別
的
性
格
の
あ
る
中
国
曹
洞
禅
の
機
関

に
、
日
本
曹
洞
禅
の
本
証
妙
修
思
想
を
盛
る
と

い
う
、
異
質
的
な
も
の

を
同
質
に
扱
う
こ
と
の
困
難
さ
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の

諸
師
に
対
し
、
指
月
慧
印

(
一
六
八
九
-
一
七
六
四
)
は
結
論
か
ら
い
え

江
戸
期
五
位
史

(三
)
 (新

井
)
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(
三
)
 (新

井
)

ば
、
所
謂
の
道
元
禅
師

の
宗
旨
に
つ
い
て
の
理
解
を
、
そ
の
ま
ま
五
位

理
解
に
果
た
し
た
希
有

の
人
の
よ
う
で
あ
る
。
以
下
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。

一
、
指
月

の
五
位
思
想

1
、
宗
派
否
定

指
月
の
五
位
思
想
の
独
自
性
の
第

一
は
、
岡
田
宜
法
師
が
指
月
を
、

「宇
宙
論
的

な
態
度
」
で
み
る
こ
と
に
お
い
て
、
洞
山
の
見
解
を
始
め

(3
)

て
明
確
に
道
破
し
た
と
讃
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
知
ら
れ
る
。

勿
論
こ
れ
は
偏
正
五
位
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
江
戸
期
最
初
の
正
統

(
4
)

五
位
の
復
古
者
と
み
ら
れ

る
天
桂
伝
尊
は

「
学
人
弁
験
具
」
、
五
位
の

(5
)

大
成
者
と
さ
れ
る
洞
水
月
湛
は

「師
家
作
用
上
設
」
と
す
る
差
は
あ
る

が
、
五
位
は
洞
山
が
対
機
的
に
権
に
開
い
た
も
の
で
あ
り
、
他
家
に
知

ら
れ
ぬ
曹
洞
宗
旨
を
表
わ
す
機
関
と
み
て
い
る
。

レ
リ

セ
リ

ル
モ

カ
ラ

テ

ベ

こ
れ
に
対
し
指
月
は

「
五
位
之
作
至
の
尽
の
。
言
象
不
レ
多
。
以
総
ニ

ヲ

ム

ヲ

シ
テ

シ

諸
法
之
本
末

究
二生
仏
迷
悟
事
理
之
薙
奥
一…
…
初
後
内
外
含
摂

無
レ

マ
リ
(
6
)

極
。
」
と
宇
宙
の
真
理

・
仏
法
の
根
本
道
理
を
総
摂
し
た
も
の
で
あ
り
、

ニ

リ

ノ

ク

ハ

ソ
バ

ニ

ノ

ト

従

っ
て

「鳴
呼
世
有
二不
状
徒
殉
以
為
五
位
非
二洞
下

人
則
不
レ
暁
也
。

シ
テ

キ
ソ
バ

ノ

フ

ラ
ソ

ニ

ニ

ユ

ラ
ン

ス
ニ

ト

臆
果

如
レ
所
レ言
者
。
止
二終
私
暖
一已
。
宣
足
レ
為
二
弘
法

度
物
之
道
一

ソ

フ
ハ

ト

(7
)

乎
。

…
…
凡
言
二宗
家

一者
道
之
賊
。
」
と
あ
く
ま

で
も
、
曹
洞
宗

の
私

物
で
は
な

い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

一
般
に
偏
正
五
位
が
易
卦
に
馨
[え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
宇
宙
の
真

理
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
者
は
多
い
が
、
宗
派
性
を
こ
れ
程
徹
底
的

に
否
定
し
て
述
べ
た
も
の
は
い
な
い
。
こ
れ
は
道
元
禅
師
が
禅
宗
と
い

う
呼
称
す
ら
否
定
し
、
正
法
の
み
を
強
調
さ
れ
た

の
と
、
同
じ
姿
勢
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

所
で
五
位
を
こ
の
よ
う
に
、
道
元
禅
師
の
立
場

で
理
解
し
よ
う
と
す

る
と
、
こ
こ
に
大
問
題
が
生
ず
る
。
即
ち
五
位
に
は
、
証
の
面
を
分
位

し
た
偏
正
五
位
に
対
し
、
修
の
面
を
分
位
し
た
功
勲
五
位
が
あ
る
が
、

こ
の
功
勲
五
位
が
本
来
段
階
的
性
格
の
た
め
に
、
道
元
禅
師
の
本
証
妙

修
思
想
で
は
甚
だ
捉
え
…難
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
指
月
は
こ
れ

を
如
何
に
解
釈
し
て
い
る
か
を
、
次
に
み
よ
う
。

2
、
功
勲
五
位
の
本
証
妙
修
的
理
解

功
勲
五
位
は
洞
山
よ
り
三
代
目
の
法
孫

石
門

慧
徹
が

『
禅
林
僧
宝

ヘ
バ

シ

ノ

ナ
ル
モ

ニ
シ
テ

ラ

ク

ク

ピ

ク

ブ
ガ

伝
』
で
、
「響

如
二初
生
鳩
見
毛
羽
可
憐
生

久

々

自
能
高
飛
遠
蕩
ご

と
、
そ
の
段
階
的
性
格
を
紹
介
し
、

こ
れ
が

一
般

に
流
布
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
確
か
に
そ
の
洞
山
碩
や
洞
山
の
問
答
か
ら
し
て
も
、
修
行
の

楷
梯
と
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
段
階
性
は
中
国
禅
の
性
格
と
し
て
、
薬
山
惟
撮

(七
四
五
-
八
二

八
)
が
始
め
石
頭
希
遷

(七
〇
〇
ー
七
九
〇
)
に
参

じ
て
機
縁
叶
わ
ず
、

か
く
し
て
石
頭

の
指
示
に
よ
り
馬
祖
に
参
ぜ
し
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
馬

祖
に
許
さ
れ
て
後
、

再
び
石
頭
に
還

っ
て
そ
こ
で
契
い
、
始
め
て
石
頭

に
嗣
法
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
家
風
の
異
な
る
所

を
遍
参
し
て
嗣
法
に
至
る
の
が
、
当
然
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
納
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(
8
)

得
で
き
る
の
で
あ
る
。

け
れ
共

こ
れ
は
、

一
師
遍
参
を
旨
と
す
る
道
元
禅
師
の
面
接
の
仏
法

か
ら
は
、
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、

こ
れ
に

つ
い
て
五
位
説
の
全
面
的
大
成
者
と
さ
れ
る
洞
水
は

「宗
祖
道
元
禅
師

の
証
上
之
修
に
お
い
て

一
超
直
入
如
来
地
で
あ
る
が
、

一
超
直
入
如
来

地
の
力
な
き

〈不
器
〉
な
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
楷
漸
説
の
功
勲
五
位

こ
そ
、
第

一
の
甘
露
と
な
る
」
と
し
、
「前
三
位
は
尊
貴
独

立
底
人

の

(9
)

自
覚
の
過
程
、
第
四
位
は
自
在
、
第
五
位
は
異
類
中
行
」
と
、
明
ら
か

に
段
階
性
を
認
め
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
本
来
の
思
想
の
忠
実
な
理
解

と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
指
月
は
、

一
応
は
石
門
の
段
階
説
の
語
を
引
用
し
つ
つ

ノ

ハ

ラ

ニ

リ
テ

ス
ル

ニ

ズ

ノ

「祖
師
意
不
レ局
二
干
是
殉

一
々
有
レ
投
二契

上
祖
之
真
宗
幅而
出
二作
功

ヲ
(10
)

テ

ヲ

シ

ヲ

シ

ヲ

ヘ

ヲ

シ

ニ

途

ご

と

い
い

「
立

二
乎

功

一修

二
乎

功

-成

二
乎

功

一整

二
乎

功

一
帰

二
功

功

殉

ニ

リ

ユ

シ
テ

ク

ズ
ル

シ

ル

ゼ
(
11
)

常
入
二
向
奉
等
一究
寛

無
レ
成

無
レ不
レ
成
。
」
と
、
究
極
の
功
功
が

一
切

位
に
あ
る
、

一
位

一
切
位
が
真
宗
で
あ
る
と
い
う
。

シ

ル

ニ

ル
モ

ノ

ハ

ノ

ニ

シ

ノ

キ

ル

メ

又

「可
レ知
功
勲
有
二五
次
第
一而
但
向

一
位

一
外
無
こ他
可
ワ
見
。
初

ル

ヲ

キ
テ

シ

ル

ナ
ラ

ク

ノ

モ

リ

ク

ノ

ノ

モ

リ

ニ

知
レ
向
之
時

一
切
尽

無
レ不
レ向
。
如
レ
向
奉
ホ
如
レ奉
余
位
亦
ホ
。
故
初

ニ

フ
シ

ヲ

ニ

ニ
ス

ヲ
(
12
)

心
全
二
極
処
M極
処
円
二初
心
ご

と
、

一
位

々
々
道
元
禅
師
の

一
方
究
尽

に
よ
る
本
証
妙
修

の
道
理
で
捉
え
き
っ
て
示
し
て
い
る
。

3
、
論
理
性
強
調

ス

次
に
偏
正
五
位

の
内
容
理
解
に
つ
い
て
は
、
曹
山

の
全
体
を

「
明
ニ

ノ

ヲ

従
上
物
体
現
前
こ

と
す
る
説
明
や
、
正
位
、は
平
等

の
理

・
偏
位
は
差

別

の
事
と
す
る
解
釈
を
重
ん
じ
、

こ
れ
に
よ
り
従
来
試
み
ら
れ
た
こ
と

の
な
か

っ
た
華
厳
教
学

の
四
法
界
観
門
の
円
融

相
即

の
論
理
を

か
り

(
13
)

て
、
回
互
不
回
互
兼
帯
を
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
は
所
謂
の
、
段
階
性
を
否
定
し
論
理
性

を
尊
ぶ
道
元
禅
師

の
宗

旨
に
沿
う
も
の
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
三
点
か
ら
み
て
指
月
説
は
、
所
謂
の
道
元
禅
師

の
宗
旨
に
お

い
て
、
五
位
理
解
を
徹
底
せ
し
め
た
も
の
と
し
て
、
江
戸
期
は
勿
論

の

こ
と
五
位
思
想
史
全
体
の
中
に
お
い
て
も
、
空
前
絶
後
と
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。

二
、
指

月
五
位
説

の
再
検
討

こ
こ
で
右
の
在
来
の
見
方
に
お
い
て
な
さ
れ
得
た
評
価
を
熟
看
す
る

に
、
私
は
前
二
点
は
道
元
禅
師

の
趣
旨
と
し
て
妥
当
と
思
う
が
、
第
三

点
は
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
論
理
的
な
の
が
道
元
禅
師

の
真

意
で
あ
る
と
の
前
提
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
私

は
嘗
て
日
本
仏
教
学
会

で
発
表
し
た
如
く
、
道
元
禅
は
所
謂
の
論
理
性
強
調
の
み
で
は
な
い
と

み
る
か
ら
で
あ
る
。

洞
山

・
道
元
禅
師
の
宗
旨

の
底
流
を
流
れ
る
も
の
は

一
つ
で
、
そ
れ

は

「
五
位
顕
訣
並
棟
」
に
示
さ
れ
て
い
る
如
く

で
あ
り
、
例
え
ば
正
位

(14
)

却
偏
を
曹
山
が
不
顧
者
で
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
知
ら
れ
る
。

不
顧
者
と
は
、
曹
山
と

一
僧
と
の

「子
就
父
」
の
問
答
を
示
し
、
正

位
の
父
は
偏
位
の
子
が
奉
重
し
て
き
て
も
、
全
く
顧
り
み
も
し
な
い
。

江
戸
期
五
位
史

(三
)
(新

井
)
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(
三
)
 (新

井
)

し
か
し
そ
こ
に
こ
そ
真
実
の
親
し
さ
が
知
ら
れ
、
そ
の

一
体

・
兼
帯
な

(15
)

る
こ
と
が
現
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

即
ち
正
と
偏
の
異
物
を
、
単
に
こ
れ
が
あ
れ
と
理
解
に
お
け
る
論
理

的
円
融
で
説
く
の
で
は
な
く
、
主
体
的
に
正
が

一
方
究
尽
に
お
い
て
、

無
対
待
脱
落
の
没
躍
跡
の
故
に
含
摂
せ
ず
と
い
う
こ
と
な
く
、
か
く
し

て
偏
の
子
を
残
す
と
こ
ろ
な
く

一
体
と
し
て
包
み
こ
ん
で
い
る
、
と
い

う
の
で
あ
り
、

こ
の
根
本
道
理
は
他
の
四
位
も
同
様
で
、
こ
の
道
理
こ

そ
道
元
禅
師

の
宗
旨
の
根
本
を
な
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
位
と
は
こ
の
よ
う
に
、
禅
者
自
身
が
正
位
或
い
は
偏
位
等
の
置
か

れ
た
状
況
に
な
り
き
り
、

一
挙
手

一
投
足

一
対
応
の
と
こ
ろ
に
仏
法
を

尽
く
す
の
を
主
眼
と
し
て
、
そ
の
根
本
的
に
し
て
典
型
的
な
あ
り
方
を

回
互

・
不
回
互

・
兼
帯
の
三
点
か
ら
開
い
て
五
門
に
し
た
も
の
に
外
な

ら
な
い
。
所
謂
の
論
理
性
な
ど
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

然
る
に

「
五
位
顕
訣
並
棟
」

で
は
こ
の
よ
う
に
禅
的
…機
的
解
釈
を
示

し
た
曹
山
が
、

一
般

の
理
解
に
便
な
ら
し
め
よ
う
と
し
て
か

『
君
臣
五

位
旨
訣
』
で
は
偏
正
に
事
理

・
君
臣
を
当
て
は
め
て
円
融
し
て
説

い
た

の
が
、
後

世
の
教
学
的
解
釈
の
発
端
と
な

っ
た
如
く
で
、
指
月
も
日
用

動
用
に
五
位
あ
り
と
説
く
も
そ
れ
以
上
で
は
な
く
、
そ
し
て
法
界
観
門

(
16
)

を
援
用
し
円
融
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
正
に
こ
の
教
学
性
に
偏
し
た

も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
明
治
以
後

の
眼
蔵
家
達
も
、
殆
ん
ど
こ
の

(17
)

よ
う
な
解
釈
を
な
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、

こ
れ
こ
そ
曹
洞
的
理
解
と

さ
れ
て
き
た
伝
統
を
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

お

わ

り

に

以

上
、

江

戸

中

期

の
指

月

慧

印

の
五

位

思

想

は
、

所

謂

の
道

元

禅

に

よ

る
理

解

を

完

成

せ

し

め
た

も

の

と

し

て
、

実

に
す

ぐ

れ

た
点

が

あ

る

と
同

時

に
、

一
方

曹

洞

禅

を

論

理

的

と

み
、

華

厳

学

と
混

同

す

る
問

題

点

の
あ

る

こ
と
を

指

摘

し
た
。

こ

の
傾

向

は

五

位

説

大

成

者

と

さ

れ

る
洞

水

も

免

か

れ

て

い
ず
、

特

に

実

践

性

の
稀

薄

な

近

代

で

は
更

に
著

し
く

な

っ
て

い

る
。

し

か

し

こ

の
点

を

明

ら

か

に

し

て

ゆ

か

ね

ば
、

学

行

一
如

の
曹

洞

禅

は

華

厳

の
観

門

の
中

に

そ

の
存

在

意

義

を

失

な

う

危

険

性

が

あ

る

こ
と

を

忘

れ

て
は

な

る
ま

い
。

1

『
続
曹
全
』
語
録

二

「
洞

上
五
位
正
偏
普
説
」
参
照
。

2
 

月
舟

・
連
山

・
卍
山

に
つ
い
て
は

『
宗
学
研
究
』
第

二
十

六

・
七
号
拙

論

「
江
戸
期

五
位
史
」
、
天
桂
に

つ
い
て
は
、

同
第

九

号

拙

論

「
初
期
江

戸
宗
学

の

一
考
察
」
参
照
。

3

『
日
本
禅
籍
史
論
』
硲
頁
。

4

『
曹
全
』
注
解

三

・
5
9
0
頁
。

5
 

同
右
注
解

五
蜘
頁
。

6
 

同
右
弼
頁
。

7
 
同
右
頁
。

8
 
洞

山
が
雪
峰
を
徳
山
に
参

ぜ
し
め
た
も
、

機
根

に
よ
る
段
階
性

の
容
認

に
よ
る
と
思
わ
れ

る
。

9

『
曹
全
』
注
解

五

「
功
勲

五
位
説
傍
提
」
粥

珊
頁
。

10
 

同
右

「
不
能
語

五
位
説
」
靭
頁
。

11
 
同
右
鯛
頁
。

12
 

同
右

「
未
正
語
」
鰯

・
榴
頁
。

13
 

同
右

「
洞
山
悟
本
大
師
五
位
小
説
」

靭
頁
。

14
 

同
右

「
重
編
曹
洞

五
位
」

5
頁
。

15

『
大
正
蔵
』
47
巻

「
曹
山
録
」

鵬
頁

c
。

16
 

同
右
踊
頁

c

・
獅
頁

a
。

17
 
西

有
穆

山

『
五
位
説
不

能
語
講
話
』
秋

野
孝
道

『
禅
要
五
位
説
講
話
』

(駒

沢
大
学
教
授
)
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